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新規加入された組合員さん…６７名(202３年 5 月 20 日現在) 
現在の組合員総数…8,８８０名(前年対比１０１.５％) 
グリーンコープでんき 契約件数…１０３件(前月+０件) 
グリーン電力出資金 申込人数…226名(202３年３月末現在) 

申込件数…237 件(202３年３月末現在) 
 発行：グリーンコープ生活協同組合理事会 出雲市斐川町荘原 2230-1 TEL０853-73-8010 FAX：0853-73-8013 

３月２０日（月）、出雲市浜町にある渡邊水産に見学に行きました。 
この活動は、グリーンコープとの約束事を約束通りに、材料の保管や製造ができているか？ 
決められた包装資材を使っているか？などの確認を組合員がすることで、その商品の良さや 
確かさを改めて確認するという活動です。 
 
 

まずは、会議室で渡邊水産のグリーンコープとの
出会いなど概要説明を聞きました。その後、工場
内を見せていただきました。厳選された原料は年
間分を仕入れるため、新鮮で旬の美味しさ。浜田、
境港など各港に一時保管用の冷凍庫があり、冷凍
された原料は加工される１週間前に渡邊水産に届
き、加工され商品になるそうです。 

渡邊水産の『山陰産〇〇』の干物は、刺身でも食べ
られる鮮度のいい原料と室戸沖の海洋深層水を精
製した塩のみを使用。加工場は生魚を扱っているの
に生臭いにおいはしませんでした。原料の鮮度がい
いので、内臓の腐敗臭は無いそうです。床やまな板
はその都度、きれいに水で流し徹底した掃除をして
おられました。若い従業員さんが多く、活気を感じ
ました。解凍された魚は丁寧に手作業でお腹の部分
を残す背開きをされていました。お腹の部分が一番
おいしいそうです。魚を開く時に包丁を入れた感覚
で脂の質を見極め、その後の塩水につける濃度や漬
ける時間を変えるそうです。乾燥は冷風乾燥機を使
った機械干しをされていました。乾燥が不十分だと
水分が残り、臭みが出る原因になるそうです。魚の
うまみを引き出す塩分濃度や漬け時間、うまみを凝
縮させるための乾燥時間は状況に合わせて変える
という職人技で「おいしい。」をとことん追求され
ていることがよく分かりました。出荷場では、手作
業で魚のサイズを選別してシーラー(密封)され、金
属探知機で確認されていました。最終、目視で異物
混入がないか確認されていました。 
 
 

最後にグリーンコープと
の約束をしっかり守って
製造していただいている
ことを確認しました。干物
の試食もさせてもらいま
した。干物は焼き過ぎない
ことがコツだそうです。ふ
っくらジューシーで香り
も良く、美味しさも確認す
ることができました。 
 

干物は下処理が済んでいるためすぐに使えるのも魅力。
ぜひ、たくさんのご利用をお願いします。 

 

・山陰産 真あじ開き 
・山陰産 するめいか一夜干し 
・山陰産 ササカレイ一夜干し 
・山陰産 ケンサキイカ一夜干しなど 

☆商品についてのお問合せはこちらに☆ 

てるてるコーナー (フリーダイヤル 0120-14-0586 月～金 9:30～16:30<祝日休>) 



 

 

第 1号議案・第 2号議案(概要）を掲載しています。 

第 1号議案 2022年度事業報告及び決算関係書類等承認の件 

《組合員活動》 
202２年度もまだ新型コロナウイルス感染 
症の影響があったため、取り組みはオンラ 
インが中心となりましたが、新しい形とし 
てオンラインと対面のハイブリッド開催や、 
対面での活動が少しずつ増えてきました。 
人と会える喜びを再認識し、改めてグリー 
ンコープの良さを広めていきたい、運動を 
盛り上げていきたいという気持ちを強くし 
ました。 

 

◎次回は、第 3号～第 6号議案をお届けします。 

《事業・決算等》  
●主要数値 
供給高：1２億９千６百 24 万２千円 
（予算比 102.6%、前年比 102.8％）   

世帯利用高（1回）：5,406 円 
（予算比 105.2％、前年比 102.3％） 

組合員数：8,774 人 
（予算比 100.5％、前年比 102.0％） 

2022 年度新規加入者：527 人 
（予算比 85.0％、前年比 95.3％） 

出資金額：3 億 6千 51万円 
（予算比 102.3％、前年比 104.5％） 

一人当たり平均出資額：41,088 円 

 
第２号議案 2022年度剰余金処分案に関する件 
 

Ⅰ 当期未処分剰余金      12,619,577 円 

 

Ⅱ 剰余金処分類 

１．法定準備金      3,000,000 円 

２．任意積立金      

(１)別途積立金    2,000,000 円 

    (２)修繕積立金    5,000,000 円    

                  10,000,000 円 

 

Ⅲ 次期繰越剰余金         2,619,577 円   

上記の通り、ご報告申し上げます。 

            2023 年 6 月 7 日 

            理事長 中本 千帆子 

＜剰余金処分案に関する注記＞  

➀生協法第51条の4及び定款第72条の規定に基づいて

法定準備金(出資金総額の 1/2 に達するまで、剰余金の

1/10 以上の積み立てが義務付けられています)を積み

立てます。 

②次期繰越剰余金には生協法第 51 条の 4 及び定款第 73

条に基づく教育事業等繰越金（剰余金の1/20以上の額）

1,500,000 円が含まれています。 

 

【2022年度決算状況報告】 


